
大
会
は
歌
川
副
委
員
長
の

司
会
で
始
ま
り
、
代
議
員
定

数
30
人
中
29
人
の
出
席
を
確

認
し
て
大
会
の
成
立
を
承
認
。

議
長
団
に
は
、
議
長
に
大

友
（
宮
城
）
、
副
議
長
に
は

武
田
（
仙
総
）
両
代
議
員
を

選
出
し
た
。

地
本
を
代
表
し
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
大
沼
委
員
長
は
、

山
積
す
る
諸
課
題
の
前
進
に

向
け
、
強
く
歩
み
出
す
決
意

を
本
大
会
で
固
め
合
う
こ
と

を
訴
え
た
。
【
左
記
に
要
旨
】

来
賓
か
ら
は
多
く
の
方
々

よ
り
あ
い
さ
つ
を
頂
き
、
東

日
本
本
部
を
代
表
し
佐
藤
書

記
長
は
、

①
組
織
拡
大
に
む
け
て

②
労
働
条
件
改
善
に
つ
い
て

③
労
働
条
件
に
関
す
る
協
約

改
訂
に
つ
い
て

④
政
治
情
勢
と
原
発
・
放
射

能
問
題
に
つ
い
て
述
べ
た
。

議
事
に
入
り
、
締
結
し
た

協
約
と
規
約
改
正
、
12

年

度
活
動
経
過
報
告
を
五
十

嵐
書
記
長
が
報
告
。
12
年
度

決
算
報
告
を
中
島
財
政
部

長
が
行
い
、
千
葉
会
計
監

査
委
員
が
監
査
報
告
を
行

な
っ
た
。

更
に
会
館
事
業
報
告
と
予

算
報
告
を
中
島
事
務
長
が

提
案
し
、
13

年
度
運
動
方

針
は
五
十
嵐
書
記
長
が
提

案
し
た
。

協
定
・
規
約
に
対
す
る
質

疑
で
は
規
約
改
正
に
つ
い

て
代
議
員
が
説
明
を
求
め

た
。
ま
た
経
過
に
つ
い
て

は
3
人
の
各
代
議
員
が
発

言
し
、
執
行
部
の
答
弁
後

に
決
算
・
経
過
を
承
認
し
、

選
管
の
設
置
と
収
支
剰
余

金
の
処
分
、
13

年
度
予
算

に
つ
い
て
提
案
が
行
わ
れ

休
会
と
な
っ
た
。

ま
た
休
会
後
、
財
団
法
人

国
労
会
館
仙
台
事
業
部
に

よ
る
労
働
者
教
育
の
一
環

と
し
て
、
国
労
弁
護
団
の

福
田
護
弁
護
士
よ
り
「
労

働
契
約
法
の
改
正
と
課
題

等
に
つ
い
て
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
た
。
（
二

日
目
冒
頭
に
も
）

講
演
後
に
は
、
機
関
紙
表

彰
が
行
わ
れ
、
東
北
工
事

事
務
所
分
会
の
「
ろ
ば
た
」
、

郡
工
支
部
の
「
郡
工
情
報
」
、

郡

工

支

部

貨

物

分

会

の

「
分
会
通
信
」
、
仙
総
支

部
組
立
分
会
の
「
ガ
ン
バ

組

立

」

、

仙

総

支

部

の

「
団
結
」
が
武
田
教
宣
部

長
よ
り
紹
介
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
し
た
。

予
算
・
運
動
方
針
に
対
す

る
質
疑
で
は
18

人
が
発
言

し
、
二
日
間
で
21

人
が
積

極
的
に
発
言
。

執
行
部
の
答
弁
後
、
二
日

間
の
発
言
を
受
け
て
の
書

記
長
集
約
が
行
わ
れ
、
全

体
の
拍
手
で
13

年
度
運
動

方
針
と
予
算
が
承
認
さ
れ

た
。
ス
ト
権
一
票
投
票
で

は
出
席
代
議
員
30

名
全
員

の
賛
成
で
ス
ト
権
を
確
立
。

続
い
て
の
役
員
改
選
で
は

書
記
長
に
原
子
清
貴
氏
が

選
出
さ
れ
、
会
計
監
査
員

一
人
が
交
代
し
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ
は
中
島

副
委
員
長
が
行
い
、
大
沼

委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
散
会
し
た
。

（
※
代
議
員
の
発
言
等
に

つ
い
て
は
別
途
機
関
紙
で

周
知
す
る
）
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9
・
23
‐
24

第
28
回
全
国
貨
物
協
議
会
定
期
委
員
会

9
・
25

JR
バ
ス
冬
期
団
交

9
・
26

東
日
本
本
部
労
働
協
約
改
訂
第
１
回
交
渉

9
・
28
‐
29

第
68
回
定
期
地
方
大
会

10
・
1

仙
台
運
輸
協
議
会
交
流
会
（
近
畿
車
掌
区
）

10
・
2

13
年
度
冬
期
対
策
提
案
交
渉

10
・
4

第
14
回
地
本
ゴ
ル
フ
大
会

10
・
5
‐
6

国
労
家
族
会
全
国
連
合
会
第
49
回
定
期
総
会

10
・
6

仙
台
・
近
畿
地
方
本
部
家
族
会
交
流
会

10
・
10

 
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
・
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

報
告
集
会

10
・
12

松
川
事
件
無
罪
確
定
50
周
年
記
念
全
国
集
会

 
地
方
本
部
は
第
68
回
定
期
地
方
大
会
を
9
月
28
・
29
日
の
両

日
、
松
島
町
に
お
い
て
開
催
し
た
。

 
大
会
で
は
、
労
働
条
件
改
善
、
安
全
問
題
、
組
織
強
化
拡
大
、

14
春
闘
な
ど
諸
課
題
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
、
運
動
方
針
な

ど
全
議
案
を
承
認
、
決
定
し
た
。

▼
選
挙
後
の
政
治
情
勢
と
我
々

の
課
題
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

も
た
ら
さ
れ
て
い
る
も
の
。

物
価
上
昇
・
賃
金
減
少
・
消

費
増
税
・
企
業
減
税
等
々
、

国
民
に
痛
み
だ
け
が
。

▼
労
基
法
・
労
働
契
約
法
違

反
が
で
き
る
「
解
雇
特
区
」

の
設
定
策
動
で
、
労
働
者
が

築
き
上
げ
て
き
た
法
制
度
を

一
変
し
よ
う
と
す
る
危
険
な

政
治
。
労
働
組
合
・
労
働
者

の
連
帯
と
大
衆
運
動
が
重
要
。

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
原
発
・

放
射
能
問
題
、
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
容
認
問
題
。
ま
た

秘
密
保
護
法
案
な
ど
情
報
統

制
や
国
民
管
理
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
市
民
団
体
と
の
共

闘
な
ど
広
く
国
民
運
動
と
連

携
し
て
い
か
な
け
れ
ば
。

▼
安
全
・
安
定
輸
送
確
立
と

労
働
条
件
改
善
。
東
日
本
本

部
は
労
働
協
約
改
定
闘
争
を

進
め
て
お
り
、
職
場
大
衆
行

動
と
し
て
の
宣
伝
と
署
名
、

本
社
団
交
が
柱
。
組
織
が
集

中
し
て
要
求
の
前
進
を
図
り

た
い
。

▼
和
解
以
降
、
懸
案
事
項
の

改
善
を
求
め
少
し
ず
つ
前
進
、

引
き
続
き
東
日
本
本
部
と
連

携
し
粘
り
強
く
取
組
む
。

▼
地
方
で
は
団
交
を
精
力
的

に
取
り
組
み
、
踏
切
鳴
動
持

続
時
の
扱
い
や
着
替
え
時
間

の
取
扱
い
誤
り
問
題
な
ど
を

質
し
是
正
。
ア
ス
ベ
ス
ト
問

題
も
定
期
に
学
習
と
研
究
を

進
め
て
い
る
。

▼
サ
ー
ビ
ス
と
安
全
を
低
下

さ
せ
る
業
務
委
託
の
拡

大
に
反
対
し
、
偽
装
請

負
、
サ
ー
ビ
ス
、
安
全
の
チ
ェ
ッ

ク
と
出
向
先
・
エ
ル
ダ
ー
先

の
労
働
条
件
改
善
を
求
め
て

い
く
。
ま
た
出
向
先
会
社
と

の
労
使
間
の
取
り
扱
い
に
関

す
る
協
約
締
結
を
視
野
に
い

れ
、
労
働
条
件
改
善
と
組
織

化
を
目
指
す
。

▼
貨
物
会
社
の
賃
金
抑
制
。

ス
ト
要
請
の
声
は
本
部
に
上

申
。
だ
が
社
会
情
勢
と
周
り

の
労
働
者
に
受
け
入
れ
ら
れ

団
結
が
広
ま
る
も
の
に
。
国

労
は
倒
産
運
動
を
し
て
い
る

等
過
去
の
宣
伝
に
活
用
さ
れ

な
い
よ
う
本
部
・
エ
リ
ア
本

部
と
連
携
し
、
議
論
す
る
こ

と
が
重
要
。
構
造
矛
盾
の
是

正
に
向
け
取
組
み
を
強
化
す

る
。
JR
北
海
道
の
事
故
な
ど

は
「
分
割
・
民
営
化
」
の
構

造
矛
盾
の
表
れ
。

▼
組
織
拡
大
。
全
国
38
人
、

エ
リ
ア
27
人
、
地
本
で
は
4

人
の
拡
大
。
教
訓
を
全
体
で

共
有
化
し
拡
大
を
加
速
し
よ

う
。

▼
宮
城
県
知
事
選
に
国
労
弁

護
団
の
佐
藤
正
明
弁
護
士
が

立
候
補
。
当
選
で
き
る
よ
う

協
力
を
要
請
す
る
。

来
賓
挨
拶

（
挨
拶
順
・
敬
称
略
）

☆
社
会
民
主
党田

山

英
次

☆
日
本
共
産
党横

田

有
史

☆
宮
城
県
平
和
労
組
会
議

千
葉

武
敏

☆
国
労
弁
護
団佐

藤

正
明

☆
東
北
労
金
宮
城
県
本
部

鈴
木
富
士
夫

☆
全
交
共
済
生
協

大
田

博
二

☆
退
職
者
の
会
仙
台
地
連

沼
下

清
一

☆
国
労
議
員
団松

崎

新

☆
国
労
東
北
協
議
会

齋
藤

庄
司

☆
国
労
東
日
本
本
部

佐
藤

正
幸

地本大沼委員長



執
行
委
員
長

大
沼

元

宮

城

執
行
副
委
員
長

中
島

利
彦

宮

城

歌
川

弘

福

島

書
記
長

原
子

清
貴

仙

総

執
行
委
員

五
十
嵐

敬

福

島

曽
我

浩
之

宮

城

武
田

昌
仙

山

形

佐
藤

勝

宮

城

千
葉

弘

宮

城

会
計
監
査
員

新
田

順
一

自
動
車

児
山

章
二

福

島

鈴
木
幸
春
（
新
）
山

形

婦
人
部
長

真
砂

久
子

宮

城

特
別
執
行
委
員

大
越

喜
一

貨

物

秋
山

正
浩

宮

城

小
檜
山
広
幸

福

島

原
田
好
太
郎

山

形

橋
本

守
弘

郡

工

北
山

修
司

自
動
車

庄
司

修

仙

総

宮
城
県
支
部
（
8
人
）

大
友

清
孝
（
仙
台
駅
連
）

斉
藤

博
仁
（
仙
宮
運
輸
区
）

牛
沢

初
雄
（
仙
台
保
線
区
）

日
下

正
勝
（
仙
台
信
通
）

我
妻
美
津
男
（
仙
台
電
車
区
）

千
葉

覚

（
仙
石
線
駅
連
）

結
城

好
哲
（
貨
物
宮
城
）

家
子
榮
悦
（
小
牛
田
運
輸
区
）

福
島
県
支
部
（
4
人
）

丹
治

覚
夫

（
福
島
地
区
）

猪
股

利
光

（
若
松
地
区
）

橋
本

好
衛

（
貨
物
福
島
）

小
檜
山

聡
（
郡
山
保
線
区
）

郡
山
工
場
支
部
（
1
人
）

大
河
原
邦
幸

（
装
置
科
）

仙
台
総
合
車
両
支
部
（
3
人
）

小
松

知
喜

（
車
体
）

森
本

重
隆

（
台
車
）

桜
井

一
彦

（
組
立
）

東
北
自
動
車
支
部
（
1
人
）

安
保

功
彦

（
岩
手
県
）

山
形
県
支
部
（
1
人
）

難
波

新
一
（
山
形
連
合
）

10
月
1
日
付

出
向

○
梅
宮

繁
さ
ん

郡
山
信
通
技
セ

↓
テ
ム
ズ
郡
山

○
佐
藤

博
道
さ
ん

○
加
藤

良
明
さ
ん

松
島
海
岸
駅

↓
Ｔ
Ｓ
Ｓ
（
松
島
駅
）

○
佐
野

和
博
さ
ん

石
巻
駅

↓
Ｔ
Ｓ
Ｓ
（
前
谷
地
駅
）
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日
時

11
月
9
日
（
土
）

受
付

11
時
～

集
合
場
所

皇
居
外
苑

楠
正
成
像
前

参
加
申
し
込
み
は
地
本

ま
で
！

退
職
の
お
知
ら
せ

8
月
31
日
付

長
沢

勝
利
さ
ん

郡
山
保
線
区

（
仙
建
郡
山
）

浅
利

功
さ
ん

東
北
自
動
車
支
部

（
JR
バ
ス
盛
岡
）

大
沼

文
博
さ
ん

小
牛
田
保
線
区退

職

エ
ル
ダ
ー
退
職

飯
塚

健
司
さ
ん

仙
総
組
立

（
Ｔ
Ｋ
Ｋ
利
府
）

高
田

善
男
さ
ん

郡
総
車
体
科

（
Ｔ
Ｋ
Ｋ
郡
山
）

地
方
本
部
は
10
月
4
日
、

松
島
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
松
島
コ
ー
ス
）
に
お

い
て
、
第
14
回
地
本
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は

絶
好
の
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、

36
人
の
ゴ
ル
フ
愛
好
家
が
プ

ロ
顔
負
け
の
腕
前
を
競
い
合

い
、
白
熱
し
た
競
技
が
展
開

さ
れ
た
。

開
会
式
で
は
、
大
村
名
誉

実
行
委
員
長
の
競
技
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
各
組
が
順
次

ス
タ
ー
ト
。
ラ
ウ
ン
ド
で
は

高
速
グ
リ
ー
ン
に
皆
が
冷
や

汗
を
か
き
、
カ
ー
ト
道
を
有

効
に
活
用
し
て
の
ド
ラ
コ
ン

を
獲
得
し
た
組
合
員
も
。

そ
し
て
14
回
大
会
を
制
し

た
の
は
、
仙
台
宮
城
野
運
輸

区
分
会
の
木
村
真
裕
さ
ん
。

優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は

「
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
は
ミ

ド
ル
、
ロ
ン
グ
と
距
離
が
あ

り
難
し
い
コ
ー
ス
。
14
回
目

に
し
て
よ
う
や
く
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年

も
優
勝
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
」
と
、
感
無
量
の
様
子
で

感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

な
お
優
勝
し
た
木
村
さ
ん

と
準
優
勝
の
村
上
晃
一
さ
ん
。

さ
ら
に
グ
ロ
ス
ス
コ
ア
上
位

2
名
の
計
4
名
は
、
来
年
開

催
予
定
の
第
2
回
東
日
本
本

部
委
員
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
へ
、

仙
台
地
本
代
表
と
し
て
の
出

場
権
を
獲
得
し
た
。

 
閉
会
式
で
は
大
沼
委
員
長

か
ら
「
国
労
を
取
り
巻
く
課

題
は
山
積
し
て
い
る
。
現
在
、

労
働
協
約
改
訂
署
名
と
改
善

を
目
指
し
団
体
交
渉
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。
運
動
の
強
化

と
組
織
拡
大
を
実
現
し
、
諸

要
求
の
前
進
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
団

結
が
ん
ば
ろ
う
で
運
動
の
前

進
を
誓
い
あ
っ
た
。
【
弘
】

優

勝

木
村
 
真
裕

 

仙
・
宮
運
輸
区

準
優
勝

村
上
 
晃
一

 

仙
総
台
車

3
位

坂
本
 
雅
信

 

仙
台
駅
連
Ｏ
Ｂ

4
位

白
鳥
 
勝
則

 

仙
台
駅
連

5
位

今
野
 
芳
信

 

仙
台
駅
連

6
位

 
阿
部
 
貴
弘

 

郡
山
駅
連

7
位

中
鉢

悟

 

小
牛
田
運
輸
区

8
位

青
田
 
光
彦

 

仙
・
宮
運
輸
区

9
位

横
山
 
治
男

 

郡
山
保
線
区

10
位

佐
々
木
 
幸
寿
 

仙
台
駅
連

【
敬
称
略
】

☆
盛
岡
地
本

齋
藤

庄
司

☆
高
崎
地
本

須
藤

光
夫

☆
千
葉
地
本

小
林

春
彦

☆
新
潟
地
本

関
川

和
彦

☆
水
戸
地
本

大
和
田

享

☆
東
京
地
本

鎌
田

博
一

☆
秋
田
地
本

佐
藤

浩
一

優良機関紙表彰（東工所分会）

初優勝を果たした木村さん

爽やかな汗を流したプレイヤー達


